






Community Currency Game as Learning Tool for  Members of the Secretariat of 
Community Currency
: Trial of Community Currency Game




















現在では 32 店舗で利用可能となっている。1 枚 100
円として使える 100 円券の 1 種類のみで，ボラン
ティアに参加した人々に配布されている。配布は





















































































 小林・吉田・橋本(2013)の地域通貨ゲーム ver.3 を
                                                 

























図 1 風輪村のイメージ 
 　　　　　　　　　　　　　　　　





























                                                 





法定通貨などが配布され いる。ゲームは当初 5 ター
ン行う予定であったが 時間の都合上 4 ターンしか行




図 2 取引記録表 
図 3 購入アイテム一覧 
16
地域通貨事務局員の学習ツールとしての地域通貨ゲーム：地域通貨ゲームの試行


























































































 ゲーム内 おける 8つの役割は，ランダムに決定し，





１ ２ ３ ４ 
レストラン 
（受入なし） 
20,500 19,500 19,500 19,000 
陶芸工房 
（受入なし） 
14,000 12,000 14,000 15,500 
大学生 20,500 24,000 26,000 28,000 
サラリーマ
ン 
8,000 16,500 5,000 2,000 
温泉旅館 14,500 19,500 22,500 25,500 
雑貨屋 22,500 21,500 22,500 24,500 
スーパー 17,500 16,500 16,000 18,000 
農家 23,000 26,000 20,500 27,000 





１ ２ ３ ４ 
レストラン 
（受入なし） 
20,500 19,500 21,000 20,000 
陶芸工房 
（受入なし） 
14,000 12,000 14,000 15,500 
大学生 20,500 24,000 27,000 32,000 
サラリーマ
ン 
8,000 16,500 7,000 2,500 
温泉旅館 14,500 19,500 24,000 25,500 
雑貨屋 22,500 21,500 25,000 26,500 
スーパー 17,500 16,500 18,500 19,000 
農家 23,000 26,000 20,500 27,000 
































・[ 辞退 ] 風輪通貨よりも現金として欲しかった。
・[ 承諾 ] 地域内でお金が回ると思ったから。
・[ 承諾 ] 少しでも顧客を増やしたかったから。
・ [ 承諾 ] 現金と通貨、選択肢がある方がお客が増
　　　  えると思ったから。
・[ 承諾 ] 支払いが複雑になり、記録も面倒だった。






































・[ 辞退 ] 風輪通貨よりも現金として欲しかった。 
・[ 承諾 ] 地域内でお金が回ると思ったから。 
・[ 承諾 ] 少しでも顧客を増やしたかったから。 
・[ 承諾 ] 現金と通貨、選択肢がある方がお客が 
増えると思ったから。 
・[ 承諾 ] 支払いが複雑になり、記録も面倒だった。 
















１ ２ ３ ４ 
レストラン 
（受入なし） 
1,000 1,000 1,000 0 
陶芸工房 
（受入なし） 
0 0 0 2,000 
大学生 2,000 7,000 3,000 3,000 
サラリーマ
ン 
0 0 0 0 
温泉旅館 0 2,000 9,500 3,000 
雑貨屋 2,000 0 1,500 1,000 
スーパー 0 0 2,000 2,000 
農家 1,500 2,500 0 0 







１ ２ ３ ４ 
レストラン 
（受入なし） 
1,000 1,000 1,000 0 
陶芸工房 
（受入なし） 
0 0 0 2,000 
大学生 2,000 7,000 4,000 3,500 
サラリーマ
ン 
0 0 2,500 0 
温泉旅館 0 2,000 12,000 3,000 
雑貨屋 2,000 0 3,000 2,500 
スーパー 0 0 4,500 3,500 
農家 1,500 2,500 1,500 0 
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